
いろは文字鋂（４）京の地名編（寺の名を含む） 
 
い 一乗寺へは雪の白 
ろ 廬山寺からは 
は 羽束師に 
に 二条さまのお初穂 
ほ 保津峡へ 
へ 平安京へと 
と 東寺の土地  
ち 知恩院知り 
り 竜安寺訪れぬ。 
ぬ ぬるま湯に浸かる 
る 留守居の人を 
を 男山の人の輪 
わ 早稲谷（わさだに）か   
か 賀茂川よ 
よ 吉田の田 
た 田中に知られ 
れ 蓮台野こそ  
そ 疎水に波打つ  
つ 月輪（つきのわ）重ね   
ね 根もの 聖護院の蕪菜  
な 中立売（なかだちゅうり）から 
ら 洛北歩む 
む 紫野に住まう 
う 梅小路の真名井、 
ゐ 井手はや山吹の 
の 野々神様 おお  
お 大宮人の足しげく 
く 鞍馬天狗や 
や 八瀬の山 
ま 曼殊院に行け 
け 建仁寺から今日、  
ふ 伏見稲荷の神楽巫 
こ 小山越え 
え 延暦寺へて 
て 天竜寺 ああ 
あ 嵐山の朝 
さ 嵯峨野行き 
き 北野よく見ゆ 



ゆ 夢のまた夢 
め 目を細見  
み 深泥池見し 
し 紫竹の蒔絵 
ゑ 絵師の画きし日、 
ひ 比叡の山も 
も 桃山の早生（わせ） 
せ 千本桜も、見渡す 
す 術あらむ 
 
詠み込んだ京都の地名・寺の名 
一乗寺、廬山寺（ろざんじ）、羽束師（はづかし）、二条、保津峡（ほづきゃう）、平安京、

東寺、知恩院（ちおんゐん）、男山（をとこやま）、早稲谷（わさだに）、賀茂川、吉田、 
田中、蓮台野（れんだいの）、疎水（そすい）、月輪（つきのわ）、聖護院（しゃうごゐん）、

中立売（なかだちゅうり）、洛北、紫野、梅小路（うめかうじ）、井手（ゐで）、野々神、 
大宮、鞍馬（くらま）、八瀬、曼殊院（まんしゅゐん）、建仁寺（けんにんじ）、伏見、小山、

延暦寺（えんりゃくじ）、天竜寺、嵐山、嵯峨野（さがの）、北野、細見（ほそみ）、深泥池

（みどろがいけ）、紫竹（しちく）、比叡山、桃山、千本 
 


